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平
成
二
十
八
年
の
幕
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
そ
し
て
、
皆
様
が
「
健

康
で
お
幸
せ
に
」
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
申
」（
さ
る
）で
す
。
字
の
意
味
は
、

草
木
が
伸
び
切
り
、
実
が
熟
し
、
硬
く
な
る
さ
ま
を
表
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
昨
年
は
、
二
人
の
日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
（
医
学
生
理
学
賞
、

物
理
学
賞
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
ご
両
人
は
、
業
績
と
と
も

に
品
格
も
兼
ね
備
え
、
我
が
国
が
誇
り
と
す
る
人
に
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
思
い
を
受
け
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
行
事
等
を
見
ま
す
と
、
三
月

二
十
六
日
に
東
京
・
新
函
館
間
を
約
四
時
間
で
結
ぶ
「
北
海
道

新
幹
線
」
が
開
通
予
定
で
す
。
一
方
で
、
八
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
四
年
後
は
、
東
京
で
再
び
の
開
催
と
な

り
ま
す
。
国
民
の
期
待
も
膨
ら
み
ま
す
。
そ
の
日
を
待
つ
方
々

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
年
か
ら
新
た
に

八
月
十
一
日
が
「
山
の
日
」
と
い
う
祝
日
が
で
き
ま
す
。
親
子

な
ど
で
夏
山
を
楽
し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
山
を
見
つ

め
直
す
日
と
し
た
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
ど
も
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
中

核
を
担
う
機
関
と
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
続
け
る
こ
と
を
活
動

の
基
本
に
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
福
祉
の
事
業
を
数
多
く

展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
時
代
に
即
し

た
も
の
が
求
め
ら
れ
、
反
対
に
不
要
に
と
な
る
事
業
の
判
断
を

す
る
の
が
現
実
で
あ
り
ま
す
。

　
増
え
続
け
る
高
齢
者
、
そ
し
て
認
知
症
の
方
々
も
増
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
独

自
の
事
業
を
展
開
で
き
れ
ば
皆
様
方
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
役
立

つ
「
社
会
福
祉
協
議
会
」
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
農
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
の
は
、

や
は
り
「
新
し
い
作
物
へ
の
挑
戦
」
や
「
健
康
」
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
健
康
で
幸
せ
な
日
々
を
送
れ
る

よ
う
に
と
い
う
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
支
援
ご
指
導
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
　
長

中
澤
正
至

あ
け
ま
し
て

　 

お
め
で
と
う

　
　  

ご
ざ
い
ま
す

健
康
と
幸
せ
の
一
年
に

12月１日　東大和市駅前にて　歳末たすけあい運動募金活動を行いました
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○１月28日（木）ふくし法律相談（社協主催）・ご予約はお早めに！！○

 住

み慣れた地域であんしんして生活できるよう、お手伝いします！

◎一般寄付　　（敬称略、順不同、単位：円）

氏　名 金　額
老人クラブ　泉くらぶ 962
匿名 10,000
こいこいまつり実行委員会 30,000
陶芸利用連絡会 2,000
市民文化祭盆栽会 3,075
手工芸連盟 10,000
グローバルボンズ㈱ 3,000
菊花愛好会 10,000
坂谷　辰郎 3,000
東京みどり農業協同組合 120,000
木下　正己・早間　健三 5,000
ハーモニー東大和 40,000

合計金額　237,037円
◎寄付物品　　（敬称略）

第一生命労働組合  所沢支部 車いす　1台
※平成27年10月16日～平成27年12月15日　受付分

善 ご意の 寄付
　次の方々から善意のご寄付がありました。厚くお礼申し上げま
す。皆さまからの寄付金は、地域福祉向上のための取り組みや、
福祉団体への支援等に使用させていただきます。皆さまのご理解、
ご協力をお願いいたします。なお、社会福祉法人に対する寄付金は、
所得税法の寄付金控除が受けられます。　　

珈琲専門店シャロー、寿司大和、スーパー原幸東大和店、㈱ステー
キのどん東大和中央店、トライアングルコーヒー、森の風接骨院、
小料理二美、生そば大むら、㈲ワタナベ文具、進士薬局、クボタ米店、
サイゼリヤ、山崎米店（芝中支店、桜が丘支店）、ハピネス西東京、
ヘアーハウスケイズ、Yショップしまや、㈲宮崎商店、　㈱尾崎商店
(本店・中央店）、珈琲倶楽部、いなげや玉川上水駅前店、丸信青果、
カフェ森の熊さん、とみん葬祭、音楽珈笛 音茶居、ミヤモト薬局、
フタバドラッグストアー、小川屋肉店　   （いずれも敬称略、順不同）

 ～下記のお店に当会の募金箱があります。ご協力をお願いいたします。～

地 域 福 祉 権 利 擁 護 事 業

成年後見制度に関する身近な相談窓口

「あんしん東大和」
からのご案内

  「あんしん東大和」
成年後見講座を開催しました！！

もの忘れが増えた…。
　一人で行うのは不安…
　　でも、利用して安心！
　あんしん東大和の生活支援員が、
判断能力が不十分な方の福祉サー
ビスの利用手続きや日常の金銭管
理のお手伝いをします。もの忘れ
等が出てきて手続きやお金の管理
に不安のある方がいたら、ぜひご
相談ください。

利用料は…

報告

　ホームヘルプサービスや
デイサービスなど、福祉サー
ビスについての情報提供や
助言、手続きをお手伝いし
ます。

　　 11月25日（水）
　　 「成年後見制度の基礎」　
いなぎ社会福祉士会ｉスター
劇団による寸劇など

　　12月14日（月）
①「認知症サポーター養成講座」
　（東大和市主催）
高齢者ほっと支援センターいも
くぼ職員による講義
②「地域で支え合う仕組み」
　＊市民後見人等　＊地域福祉権利擁護事業　＊見守り・
　　声かけ活動　＊ボランティアなど
　　社会福祉協議会職員による事業説明

　　   12月7日（月）
　　   「後見人とは」　
社会福祉士 大輪典子氏による講義
（社会福祉士事務所「スペース・輪」）

テーマ：『判断能力が低下した方をまもるには…』

成年後見人等として支援活
動を行っている方などから
の相談を受け付けています。
　「後見人になったけど、これから
どんなことをしたらいいかわからな
い。」「どこに相談していいかわから
ない。」などお気軽にご相談ください。

成年後見制度に関する講演
会や学習会、座談会などを
企画しています。
　成年後見人等として活動中の方、
活動を予定している方にご案内しま
す。

　生活支援員が訪問して、銀行から生
活費を払い戻したり、公共料金の支払
いなど、金銭管理をお手伝いします。
また、預金通帳や権利証などの大切な
書類を預かることもできます。

問合せ　 「あんしん東大和」　電話590−0018

　対象となる方からのご相談、
ご紹介をお待ちしてます！

・福祉サービス利用援助
・日常金銭管理サービス
　1回1時間まで　1,000円～2,500円
（※１時間を超えた場合は30分500円を加算）

・書類等の預かりサービス　
1か月　1,000円

　※詳細はお問合せ下さい。

福祉サービスを

利用したいけど

どうすればいいの？

日々の金銭管理や

預貯金の出し入れ

が不安…。

相談は無料です。 お気軽にどうぞ！

　判断能力が低下した方が地域で安心して暮らせるよう、成年後見
制度や地域で支え合う仕組みへの関心を深めていただくことを目的
に、『あんしん東大和』成年後見講座（全３回）を開催しました。
成年後見制度の寸劇やクイズ、後見人に関する講義、認知症を理解
するための「認知症サポーター養成講座」や当会事業の紹介など、
楽しく分かりやすい内容で行いました。
　今回は定員を上回る申込みがあり、参加された方々は皆、熱心に
話を聞き、活発に質問をされるなど、関心の高さをうかがうことが
できました。
　判断能力が低下した方々を支えていただく担い手として、そして
地域住民の目として今後もご協力いただきますようお願いします。

第1回

第3回

第2回
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○社会福祉協議会へのご寄付にご協力をお願いします○

しゃきょうの
たまちゃん
ニュース

▲福祉標語表彰式で記念撮影

▲仮装姿に大喜び

お友だちのシルバー君（左）、　
うまべぇ（中）と

▲

▲後ろ姿も素敵でしょ！

どんな活動？
　ご近所の方が、高齢のお一人でお暮らしの方や、高齢者のみのご家庭等へ、ボラン
ティアとしておうかがいします。
　近年、地域のつながりが少なくなってきているといわれていますが、この活動はお
互いに声をかけ合うことのできる、ふれあいある地域づくりを推進しています。
  「家までは来てもらわなくても、それとなく気にかけてほしい」という場合、「見守り」
もご利用いただけます。
　本活動は「住み慣れた地域でいつまでも元気に！」をスローガンに、地域の先輩で
ある高齢者を同じ地域に住む方が支える活動です。
  「利用したい」「関心がある」という方は、当会へご連絡ください。

　　ご家族からのご相談もお待ちしております。
ご利用までの流れ

①社会福祉協議会へお電話ください。
　　　　　　↓
②日時を調整して、職員と協力員がお宅へうかがいます。
　　　　　　↓
③訪問の回数や方法、連絡先等を確認し、申し込みをいただきます。
　　　　　　↓
④協力員が定期的に訪問、または見守りを行います。
※わからないことや心配なことがあれば、当会までご相談ください。

協力員も募集中！
　本活動にご協力いただける方も随時募集しております。ご興味がある方は当会まで
お問い合わせ下さい。　☎（５６４）００１２

誰もが安心して暮せるまちをめざして

見守り・声かけ活動楢原豊彦評議員・髙橋満智子評議員が
「都社協会長表彰」を受賞しました！！
　本会評議員の楢原豊彦氏、髙橋満智子氏が平成27
年12月18日に開催された第64回東京都社会福祉大会
において「東京都社会福祉協議会会長表彰」を授与さ
れました。
　この大会は、東京の社会福祉の発展に功績のあった
社会福祉関係者を表彰し、感謝の意を表するとともに、
優れた活動内容を紹介することにより、福祉活動の普
及・推進を行い、誰もが安心して暮らせる社会の実現
を図ることを趣旨としています。
　両氏は、平成13年7月1日から評議員として、長期
にわたり、本会の発展と地域福祉の推進に尽力され、
高い評価を得たことによる受賞です。

  秋のイベントと言えば 「福祉祭」  

　11月８日（日）あいにくの雨でしたが、み
んなに会えて大喜びのたまちゃんでした。
来年の福祉祭でもまた会おうね！

　10月17日（土）共同作業所あとりえトント
ンの秋祭りにお誘いをいただいたたまちゃ
ん。
あとりえトントンの皆さんが用意してくれ
た帽子やマント、メガネをつけて初めての
仮装。
　かわいい衣装をありがとう♡

  初めてのハロウィンパーティ

「あとりえトントン秋祭り」  



42016.1.15

○社協会員募集中〜会費の納入にご協力をお願いします〜○

平成26～27年度

住民懇談会で寄せられたご意見のまとめ

項目 皆様からの意見

地域のつながりに
関すること

自治会・マンションに
ついて

・ 自治会が十分理解されていないことから、加入率の低下や、活動が衰退してきているように思われ
る。（自治会が解散し自治会のない地域も増えている。）

・ 自治会活動（特に役員）を負担と感じる人もおり、自治会加入率の低下につながっている。
・ マンションが増え、管理組合も増えてきているが、入居者の交流を促進してもらいたい。
・ 人付き合いが苦手だったり、また自治会の役員等に負担を感じることから、自治会未加入の人が増

えている。
・ 自治会等が開催する地域のイベント等への参加も、普段からの付き合いがないので参加しづらい。

また、運営にも高齢の為参加できない。

世代間交流について
・ 地域の高齢化や核家族化が進み、子ども世代と高齢者世代との交流がなくなっている。
・ 地域活動を行う上で、事故などの不安が大きく、子どもを対象とした事業等を行えない。
・子育ての環境が変化しており、子どもに声をかけることも気が引ける。

地域のつながりに
ついて

・ 地域のつながりが希薄化しており、孤立してしまう人が増えている。　
・ 個人主義が広まり、地域活動への関心が低下している。　　　　　　　
・ 若い世代は忙しすぎて、地域活動に参加できない。　　　　　　　　　
・ 普段の交流がないことから、近所に気になる人がいても介入できない。
・ 他人は困っている状況があると感じても、本人が困っていることに気づかず、接する糸口がつかめ

ない。
・ ゴミが個別収集となったことなどによって、近所の方と顔を合わせることが減った。
・ サービスや支援を紹介しても拒否される。

関係機関との連携に
ついて ・ 社協は、福祉に関係する機関とは連携が図れているが、より広い機関との連携が図れていない。

住民主体の活動に
ついて

・ 社協は、住民主体の活動の把握をしていないと思う。その為、支援の体制も図れていない。
・ 社協は、市民と協働して取り組むという意識が足りないと思う。
・ 福祉に関して、市ができないことを社協がやるべきではないか。

福祉の充実に
関すること

地域の高齢化の進展に
ついて

・ 一人暮らしや高齢者世帯が増え、病気や災害時の対応などに不安がある。
・ 高齢者は買物などの外出が減り、社会との接触を閉ざさざるを得ない傾向がある。このようなこと

から、社会から孤立してしまう人が増えている。
・ 介護保険制度の改革による負担増など、福祉サービスが十分とは言えない状況である。
・ 高齢者が自由に集える場や参加できるイベントがない。
・ 認知症への対応の仕方がわからない。

見守り・声かけ活動 ・ 見守り・声かけ活動は、玄関先までの訪問であり、ふれあいを届けるという面で不十分である。

サロン活動

・ サロン活動の運営スタッフが固定化しており、新規スタッフが増えない。　　　　　
・ 認知症の方のフォローや虚弱な方の往復時の付き添いなど、スタッフへの新たな負担が生じている。
・ サロンへの参加を勧めたくても、拒否される方への対応が難しい。　　　　　　　　
・ サロンの会場に段差があるなど環境に問題があったり、地域に市民センター等がないと会場利用料

もかかり、その負担も大きく会場確保に支障が生じる。　　　　　　　　
・ サロン活動の運営資金が不足しており、活動に支障が生じる。
・ 男性が参加しやすいメニューや取り組みの工夫がされていない。

ボランティア活動

・ ボランティア活動等で使用する会場が高額であったり、段差があるなど会場の環境に問題がある。
・ ボランティア同士の連携が希薄であったり、やりがいを見出せないなど、ボランティア活動全般へ

の支援が不足している。
・ ボランティアグループ同士が情報交換をしたり、備品を保管しておく場所がない。
・ ボランティアグループの雰囲気が固定化しており、新しい人（特に男性）の参加が少なく、メンバー

の高齢化が目立っている。
・ ボランティアグループへの助成金が不足しており、活動に支障が生じる。
・ 盲ろう者の支援者が増えない。
・ 電球交換等、日常の困りごとについて、現サービスでは不足している。

地区住民懇談会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  参加者総数　延べ285名
　平成26年7月3日の南街地区を始めに、市内16地区において開催しました住民懇談会に多数の方のご参加をいただきありがとうござ
いました。地域の皆様から多くの地域課題、その解決策について直接お話を伺うことができました。出された課題や解決策につきま
しては、現在策定作業中の「みんなの和　社協プラン第四次東大和地域福祉活動計画」に反映していきたいと考えております。それ
ぞれの寄せられたご意見を、以下のように取りまとめましたのでご報告いたします。
　なお、解決策につきましては、現在、市民の方を交えた計画策定委員会、並びに各課題をまとめた項目ごとの小委員会を設置し、検
討しております。今回は、皆様から出されました地域の課題につきまして、項目建てをし、ご意見として取りまとめたものを掲載さ
せていただきました。
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○お困りのことがありましたら「福祉なんでも相談」をご利用ください○

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

去
る
11
月
８
日
、
第
38
回
福
祉
祭
が
中
小
企
業
大
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
多
く

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
福
祉
祭
に
あ
た
り
、
準
備
か
ら
当
日
ま
で
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
さ
ま
、
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
、
農
協
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
交

通
安
全
協
会
、
関
係
団
体
等
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
感
謝
し
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
38
回  

福
祉
祭

福祉祭収益金総額
1,545,359円

収益金内訳
○�民生委員・児童委員協議会、各種ボラ
ンティア等の協力・収益金を寄付する
団体による売上金

　�８６８，６０４円
○�福祉団体・施設、作業所等の収益金を
自己団体の活動に充てる団体による売
上金
　　　　　　　　　　�４９９，５１４円
　寄付金　　　　　　�１６７, ２４１円
　協賛金　　　　　　　 １０，０００円

福祉の充実に
関すること

障害者について
・ 親の高齢化による生活への不安や、自立への支援などの理解が十分でない状況がある。また、正し

い理解がされていない。
・ 駅周辺において、違法駐輪により点字ブロックまではみ出した自転車が歩行の妨げになっている。
・ 耳の聞こえない方など、コミュニケーションがとりにくい方への理解が不足している。

情報提供について
・ 担当民生委員や、社協などの役割がわからず、相談したくてもできない。また、各種の活動に参加

したくても情報がない。
・ いざ、困った時の相談先がわからない。　
・ 家庭における介護の情報が少ない。

介護の環境について
・ 介護職が不足しており、ニーズに応えられていない。
・ マナーの悪い福祉サービス事業者がおり、騒音、駐車、掃除など周辺からの苦情がある。
・ 市内の老人ホームが不足している。
・ 介護保険に関わる事務手続きが面倒である。

社会参加に
関すること

社会参加について
・ 定年後から福祉的支援等を受ける前までの中高年層の社会参加が不足している。
・ 働いていると、近所や地域の情報が入らず、地域社会への関心が薄い。
・ 閉じこもりがちになる男性が多く、困難な状況になるまで支援を求めない場合が多い。
・ 自ら社会と接点を持とうとしない人がいる。

まちづくりに
関すること

道路・交通機関に
ついて

・ 歩道が狭く、段差、傾斜が多い。そのため、車いすやベビーカー等での移動に危険を伴う。　
・ 坂道が多く、買い物が不便な地域がある。
・ ちょこバスについて、ルート・運賃・運行本数やシルバーパスが使えないなど利用しづらい。
・ 公共交通機関の便が悪いため、高齢者でも車を運転する人が多く危険である。また車等の移動手段

を持たない高齢者は大変である。
・ 大型の商業施設がある地域では、人通りや自転車、自動車の交通量が多くて危ない。
・ 小学校の通学路をスピードを出して走り抜ける自転車が多く危険。　　　
・ 横断歩道の青信号が短くて高齢者は渡りきれない場所がある。

ゴミについて
・ ゴミを出す曜日や時間帯などゴミに対する意識が薄い。
・ ネコやカラスに荒らされてしまったり、不法投棄もある。
・ ゴミを集積所まで持って行くことや、ゴミ集積所の掃除当番などが困難な方もいる。
・ 公園にゴミを捨てる人がいたり、公園で遊ぶ子供のマナーが悪い。

空き家・空き地に
ついて

・ 空き家なのか住んでいる人がいるのかがわからない家が多く、防犯上心配。
・ 空き地や住宅の裏側は死角になる箇所が多く物騒。
・ 空き地が多く、不法投棄や火災等心配である。

災害時対応について

・ 要援護者の情報が得られず、避難支援などができない。
・ どこに避難すればよいのかわからない。障害などの状況によりきめ細やかな対応が必要である。
・ 災害時における物資の配布ルートがわからない。
・ 家具の転倒、窓ガラスの破損、情報・食糧の有無など状況に応じて個別に生活上の困難が発生する。
・ 大雪の時は、高齢者や障害者は雪かきなど対応が困難。

社協に関すること
社協について

・ 社協がどのような事業を行っているのかわからない、良いサービスがあるのに積極的にＰＲをして
いないため市民に周知されていない。

・ 社協の広報はアイデア不足であり、社協で発行する印刷物の文字が小さくわかりにくい。
・ 福祉を身近に感じない人もおり、興味を示さず、社協だよりなどの広報を見ない人もいる。
・ 社協会員募集、募金活動などの内容がきちんと市民に伝わっていない。

その他PR
・ 社協は地域の情報を十分把握していないのではないか。
・ 市民への情報発信が不足している。
・ 社協事務所が入りにくい。（窓口が狭い。）

市との連携に
関すること

市とのパイプ役に
ついて

・ 福祉のために使えるお金が足りない。
・ 地域と行政とのパイプ役が不十分である。

福祉祭収益金寄付等一覧
Ａ団体（収益を寄付する団体）の皆さま　　　（敬称略、順不同、単位：円）

団　体　名 金　額
民生委員・児童委員協議会
市内各自治会・マンション管理組合
東京みどり農業協同組合東大和各支部
市民の皆さま

663,760

（うち野菜）128,300

手芸グループ 35,000
シルバー人材センター 27,514
更生保護女性会 26,080
ロータリークラブ 30,000
民友会 16,350
明るい社会づくりの会 56,050
市職員組合 3,850
国際ソロプチミスト東大和 10,000
　　　　　合　　　計 868,604
Ａ団体（労力提供等）の皆さま　　　

団　体　名 内　容
手話サークルピーナッツ 開閉会式等の手話通訳
防犯協会 会場内警備
グルメコンテスト実行委員会 うまべぇの参加
事業所・個人の皆さま

団　体　名 金　額
村山電気 70,000
商工会 53,010
その他（団体・個人等） 44,231
　　　　　合　　　計 167,241

　収益は地域福祉推進と

各福祉団体の活動のため

　に活用されます。
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○社協の入口に「不要入れ歯回収ボックス」を設置しております。ご協力をお願いいたします○

参加者募集！！

小学生向け

東大和市ゲートボール協会役員の方から当会事務局長
へ歳末たすけあい募金が手渡される　

  『発達障害』よく耳にはしますが、実際にどんな障がいかご存知で
すか？今回のウエルカム講演会では自身も発達障害との診断を受け
た片岡聡氏をお呼びし、発達障害について正しい知識を学ぶととも
に、ASD（自閉症スペクトラム）当事者として生活をしていく上で
の体験談やさまざまな工夫、支援者や地域に望むことなどをお話し
いただきます。みなさまお誘いあわせの上、ぜひご参加ください！！

日　時：２月５日（金）13：30～15：30
場　所：東大和市社会福祉協議会　第二会議室
講　師：片岡　聡氏（東京都自閉症協会高機能自閉症・アスペルガー
　　　　部会役員等）
対　象：どなたでも
定　員：50名（事前申し込み）
参加費：無料
申込み：２月３日（水）までにウエルカム
　　　　☎５６４－０８９１　fax５６４－３６８０
　　　　へお申込み下さい。

  地域生活支援センターウエルカム　講演会

 発達障害の正しい理解と
　　　　　　支援について
　　 ～当事者が語る、地域に望むもの～

　みんなが大好きなクレープをボランティアグループ「花みず
き」のみなさんと一緒に作りませんか？フルーツやクリーム、
サラダなどを巻いて色とりどりのクレープを作ってみんなでお
いしく食べましょう。

　　日　時：２月20日（土）　14：00～16：00
　　場　所：中央公民館　実習室
　　参加費：１００円　
　　定　員：24名（小学校３年生から６年生）
　　申込み：電話受付　１月15日（金）～29日（金）
　　　　　　平日の午前９時～午後５時　【先着順】
　　持ち物：エプロン、三角巾、お手拭用タオル
　　問合せ：社会福祉協議会　☎０４２－５６４－００１２

ご協力ありがとうございました
赤い羽根共同募金
歳末たすけあい募金のお礼

　
昨
年
実
施
し
た
「
赤
い
羽
根
共

同
募
金
」
並
び
に
「
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
」
に
は
、
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

 

募
金
総
額　９

６
１
，
９
９
５
円

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
東
京
都

共
同
募
金
会
で
取
り
ま
と
め
、
都

内
の
福
祉
施
設
等
へ
配
分
し
ま
す
。

　
東
大
和
市
で
も
福
祉
施
設
等
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
当
会
（
東

大
和
地
区
協
力
会
）
が
東
京
都
共

同
募
金
会
に
推
せ
ん
を
行
な
い
、

東
京
都
共
同
募
金
会
は
厳
正
な
る

審
査
を
経
て
配
分
し
ま
す
。

◎
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

 

募
金
総
額　
（
12
月
24
日
現
在
）

１
，
８
３
８
，
９
２
１
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
当

会
が
行
う
自
主
事
業
や
補
助
事
業

で
も
補
助
金
の
付
か
な
い
事
務
費

等
に
使
用
し
ま
す
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
域
の

サ
ロ
ン
活
動
や
車
い
す
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
な
ど
広
く
市
民
の
福

祉
向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
自
治
会
・
管
理
組
合
・

事
業
所
・
団
体
等
か
ら
の
募
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
紙
面

の
都
合
上
、
ご
寄
付
者
、
団
体
名

並
び
に
募
金
額
は
割
愛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

社協事業紹介⑯
「各種講座」
　社協では、様々な目的に応じて、市民や市内在住・在勤者
等を対象に、各種の講座を開催しております。
　以下それぞれの講座と目的を紹介します。
　

その他、各種講演会や研修会も行っております。
　講座や研修会は、随時本紙や当会ホームページ、市報等で
お知らせいたします。
　ご関心のあるかたは、ぜひご参加ください。

講座名 目　的
福祉・ボランティア講座
（全5回）

福祉の理解、ボランティア活動への
きっかけづくり等

手話講習会（初・中・上級）
（各全38回）

聴覚障害福祉の啓発、手話の普及、
手話奉仕員の養成等

手話通訳者養成講座
（全20回） 手話通訳者の養成

さわやか講座（全3回） 高齢者・児童の支援方法等の理解、
さわやかサービス協力会員の育成等

成年後見講座（全3回） 成年後見制度や権利擁護についての
理解、制度の担い手育成等

お菓子教室

手話通訳あり

■ 
地
域
自
立
支
援
協
議
会
相
談
部
会
公
開
学
習
会
～
障

害
の
あ
る
方
の
性
と
交
際
に
つ
い
て
の
学
習
会

   （
本
人
向
け
）　　

　
人
生
に
お
い
て
、
障
害
が
あ
っ
て
も
無
く
て
も
、
性

は
大
事
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、
正
し
い
知
識
を
持
た
な

い
と
自
分
や
、
周
り
の
方
々
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
正
し
い
、
性
と
交
際
に
つ
い
て
、
障
害
を
お
持
ち
の

方
の
性
に
つ
い
て
深
い
見
識
を
持
ち
、
様
々
な
講
演
を

さ
れ
て
い
る
講
師
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

対
象　
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
正
し
い
性
や
交
際

に
つ
い
て
の
知
識
を
学
び
た
い
方

▽�

日
時　
平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▽
場
所　
市
役
所
会
議
棟

▽
定
員　
50
人
（
当
日
先
着
順
）

▽�

講
師　
山
本
良
典
氏
（
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
職
員
）

▽�

問
合
せ　
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
エ
ル
カ
ム
☎
０
４
２

－

５
６
４

－

０
８
９
１
へ
。

公
開
学
習
会
の
お
知
ら
せ

みんなで協力
しておいしい
クレープを
つくりました
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○あなたのお店に社協の募金箱を置かせてください。協力店を随時募集しています！！○

た
ま
ち
ゃ
ん
の
原
作
者
田
中
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

社
協
の
防
災
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

●自分の身体を使って楽に起き上が
るためのコツをつかみます。●

●普通の毛布が素敵なガウンに早変わり。●　

【団体会員の皆さまのご紹介】　平成27年4月1日〜11月30日受付分　（順不同・敬称略）

平成27年度社協会員加入のご協力ありがとうございます

あまの商店
五十嵐会計事務所
伊藤社会保険労務士事務所
巌電設工業㈱
介護タクシー　こじま
笠原ガーデン資材㈱
㈱大和調剤センター
北陽電子㈱
桜が丘整骨院
十文字サイクル
神明湯
スマイルケア・サービス
ステーションこころ
宅配クック１・２・３
東京土建一般労働組合　
村山・大和支部
東京ヤクルト販売㈱瑞穂
事業所
萩山歯科医院
飯能信用金庫　東大和支店
東大和市駅前はり灸整骨院
東大和市商工会
東大和南街クリニック

東大和民主商工会
ひめしゃら法律事務所
比留間電機㈱
本荘倉庫㈱
三ツ寺税務会計事務所
森久保薬品㈱
㈲アイ保険企画
㈲小嶋園
吉岡硝子産業㈱
㈱赤門ホームコンサル
㈱尾崎管機工業
㈱尾崎商店
㈱共同印刷所
㈱クボタコーポレーション
㈱真栄パートナーズ
㈱杉本園製茶
㈱タカキ
㈱テセック
㈱芳林堂
㈱マルデンコーポレーション
㈲光陽
㈲富商
あとりえトントン

風の樹
かたつむりの会作業所
グループゆう
さくら苑
食工房ぱる
第2あとりえトントン
第三みんなの家
第二みんなの家
立野みどり保育園
デイサービスえんどうまめ
のぞみ保育園
ばくの会
東大和市明るい社会づくりの会
東大和市さつき会
東大和市肢体不自由児者
を守る会つばさ
東大和市聴覚障害者協会
東大和市手をつなぐ親の会
東大和市老人クラブ連合会
東大和福祉支援協力会
向台老人ホーム
ライブリィ工房
れんげ保育園

　今年も 7月を社協会員増強月間として、会員の募集をいたしました。
　お陰様で、11月 30日現在、54自治会・管理組合、43事業所、22団体、231 人の個人の皆さまに会員としてご協力をいただくことができました。
誠にありがとうございました。
　社協会員については、年間を通して募集をしております。まだ会員でない方は、ぜひともご協力をお願いいたします。（問合せ　総務係　☎ 564-0012）

自治会・管理組合 事業所・福祉施設・団体
アルカスマンション
東大和管理組合
芋窪中
芋窪西
芋窪東
芋窪南
梅の原住宅
上北台住宅
協和二丁目
グリーンコープ玉川上水
管理組合
湖南
栄３丁目
栄一丁目
栄二丁目
桜が丘４丁目
狭山
芝中住宅
芝中団地管理組合
清水
下新堀

新堀中央
親和
蔵敷
第二光ヶ丘
高木
タカギ青梅橋マンション
玉川上水
多摩湖畔
茶の木台ハイツ
東京街道団地
東京ユニオンガーデン
管理組合
東邦
東和
都営桜が丘団地
都営狭山4丁目アパート
都営清水二丁目アパート
仲原東
奈良橋
南街二丁目協和三
錦

東大和市上北台１丁目
東大和市向原1・2号棟
東大和第一光ヶ丘
東大和マンション
東大和向原３・４号棟
東大和向原第16
光商店会
南狭山
向原アパート10号棟
向原第三地区
向原団地よつわ
向原南
大和清水団地
大和団地日生住宅
大和通り

シ
リ
ー
ズ
東
大
和
社
協
災
害
時
対
策
⑧

～
当
会
の
災
害
時
に
備
え
た
取
り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
～

　

シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
る
東
大
和
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
東
大
和

社
協
）
の
災
害
時
対
策
、
第
８
回
目
と
な
る
今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
「
各
地
で

行
わ
れ
る
防
災
訓
練
の
手
伝
い
Ⅱ
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。
第
４
回
目
に
記
載
し
た

内
容
の
続
編
と
な
り
ま
す
。

　

第
４
回
目
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
社

協
で
も
地
域
の
防
災
訓
練
の
お
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

社
協
で
は
地
域
の
防
災
訓
練
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
以
下
の
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

①
車
い
す
操
作
体
験
訓
練

②�

避
難
所
で
の
高
齢
者
等
支
援
の
方
法

③
災
害
時
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
体
験
訓
練

　

今
回
は
②
避
難
所
で
の
高
齢
者
等
支
援

の
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
災
害
が
発
生
し
自
分
た
ち

が
避
難
所
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
時
の
こ
と
を
想
像
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

　

テ
レ
ビ
や
写
真
を
通
じ
て
映
像
と
し
て

は
見
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
あ
の
中
に
自

分
を
お
く
と
い
う
想
像
は
な
か
な
か
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
。

�

し
か
し
、
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
状
況
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
と
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
で
の
生
活
は
当
然
な
が
ら
、
自

宅
と
は
違
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
な

い
状
況
や
、
人
が
た
く
さ
ん
い
て
動
き
に

く
い
、
温
度
な
ど
も
個
人
個
人
に
合
わ
せ

て
調
節
す
る
こ
と
な
ど
は
不
可
能
で
あ
り
、

普
段
の
生
活
と
比
べ
て
苦
痛
を
強
い
ら
れ

る
場
面
も
多
く
な
る
こ
と
が
想
像
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

　

避
難
所
と
い
う
特
別
な
環
境
で
過
ご
す

こ
と
は
、
非
日
常
的
な
状
態
が
何
日
も
続

き
、
生
活
の
不
便
さ
な
ど
か
ら
、
た
い
へ

ん
な
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
に
高
齢
者
や
障
害
者
等
に
と
っ
て

そ
の
負
担
は
大
き
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は

病
気
の
発
症
や
廃
用
症
候
群
（
身
体
を
動

か
さ
な
い
こ
と
に
よ
る
機
能
低
下
）
を
引

き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

�

そ
こ
で
、
東
大
和
社
協
で
は
、
少
し
で

も
そ
の
負
担
を
軽
減
し
、
苦
痛
な
生
活
を

や
わ
ら
げ
る
工
夫
に
つ
い
て
、
知
っ
て
お

く
と
便
利
な
知
識
を
お
伝
え
す
る
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。（
日
本
赤
十
字
社

東
京
支
部
が
行
う
日
赤
減
災
セ
ミ
ナ
ー
の

内
容
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。）

　

同
訓
練
の
必
要
性
に
つ
い
て
紙
芝
居
を

使
っ
て
説
明
し
た
り
、
身
体
の
不
自
由
な

人
を
上
手
に
起
き
上
が
ら
せ
る
コ
ツ
、
手

軽
に
で
き
る
足
湯
の
方
法
、
便
利
で
温
か

い
毛
布
を
ガ
ウ
ン
と
し
て
使
う
方
法
な
ど
、

ご
相
談
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

自
治
会
や
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
訓
練
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
東
大
和
社
協

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

次
回
は
③
災
害
時
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
体
験

訓
練
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

今年も
　よろしく！
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○ボランティア活動に関心のある方、ご連絡ください。問合せ☎564-0035○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

○ 

小
・
中
学
生
へ
の
学
習
支
援

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ「
賢

治
の
家
」
で
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象

に
無
料
学
習
塾
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
教
科
書
や
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、

補
習
等
の
学
習
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
（
月
）、（
金
）
市
内
の
市
民
セ

ン
タ
ー
等
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
他
に
も
色
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

活
動
先
一
覧
表
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
方
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
「
こ
ん
な
こ

と
で
き
る
ん
だ
け
ど
。」
の
相
談
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

　「にほんご友
の会」は東大和
市・地域居住外
国人の日本語学
習の支援を行い、
その活動を通し
てお互いの文
化・生活習慣を
理解し、交流を
図るボランティアグループです。1994年1月発足で22年
の歴史があります。
　非常に多くの国々の出身者が学習に参加されています。
現在は、中国、韓国、台湾、フィリッピン、ベトナム、カ
ンボジア、ブラジルなどから学習者が熱心に日本語の日常
会話、読解や記述を勉強しています。
　ボランティアの方は、主婦、会社員、定年退職者、日本
語学校教師など、いろいろな経歴を持った方々で積極的に
活動に参加しています。
　当会のモットーは『ボランティアも学習者も、みんな友
達です。一緒に楽しく学びましょう』ということで、学習
後の『お茶会』の交流を頻繁に行っています。
　また、食事会や旅行も行います。
　詳しい活動内容は【東大和・にほんご友の会】ホームペー
ジでご覧になれます。
　URL：http：// tomonokai00.web.fc2.com

  活動案内
　　活動日：毎週土曜日・午後1時30分〜3時30分
　　場　所：東大和市・中央図書館2F　視聴覚室
　　　　　　東大和市中央3-930
　　会　費：200円／月
　　連絡先：代表　鈴木　恵雄　TEL：080-3159-3146
　　活動を見学されたい方は直接教室にお越し下さい。

市民のための福祉・ボランティア講座
　市民の皆さまに、福祉やボランティアを気軽に学んでいただくため、「福祉・
ボランティア講座」を実施します。全編ともごく基礎的な内容です。東大和
の福祉について知ることもできます。お気軽にご参加ください。

シリーズ　ボランティアグループ紹介。
今回は「東大和・にほんご友の会」

の紹介です。

①基本編　「東大和市の福祉を知ろう！」
　〈会場：社会福祉協議会〉

市内の福祉制度について／ボランティア活動とは？／市内の
ボランティア活動の紹介／車いす体験学習

２月２日（火）
13：30〜16：00

②高齢者編　「高齢者についての理解を深めよう！」
　〈会場：向台老人ホーム〉

高齢者の心理・身体機能について／向台老人ホームの見学
ボランティア体験（シーツ交換など）

２月６日（土）
９：30〜12：00

③障がい者編　
　「耳が聴こえないこと～聴覚障害の理解と手話体験～」
　〈会場：社会福祉協議会〉 

誰でもなり得る「聴こえない世界」とは／皆に知ってほしい
聴覚障害による生活への影響／やってみよう手話で自己紹介！

２月８日（月）
13:30〜16:00

④子育て編「子どもについての理解を深めよう！」
　〈会場：子ども家庭支援センター〉

いまどきの子育て事情や環境について／乳幼児との遊び方、
ふれあい方について／ボランティア体験

２月10日（水）
13:30〜16:00

⑤レクリエーション編　「楽しく学ぶレクリエーション」
　〈会場：社会福祉協議会〉 

余暇時間の充実とレクリエーションについて／レクリエーシ
ョンの基本と体験

2月15日（月）
９：30〜12：00

　◎定員は各回 20 名様まで（申込み多数の場合は抽選となります）
　◎参加費は無料（いずれか 1 回の申し込みも可）

《申込み》 １月29日（金）までにお電話でどうぞ！ 
　　　　　東大和市中央３－912－３　
　　　　　東大和市社会福祉協議会ボランティアセンター　☎564－0035

年中無休 小規模デイサービス

デイサービス
カレント東大和

見学・随時
お試し無料体験

申込受付中
☎042-516-9991

東大和市南街3-16-1


